
 

 

膨脹コンクリートのひずみ解析と実測の比較検証 
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1.はじめに 

ケミカルプレストレス用膨張コンクリートは，長期的

な収縮を抑制できるため，ひび割れ抑制対策として有

効であることが既往の研究

1)
で報告されているが，ひ

び割れを予測する解析では，膨張コンクリートとした

方がプレーンコンクリートよりひずみが悪化するケー

スが見られる．これは，膨張ひずみの算出方法やパラ

メーターの違いによるものと考えられるが、こうした

研究成果は少ない．本研究では，ケミカルプレストレ

ス用膨張コンクリートとプレーンコンクリートによる

大型供試体を製作し，2 種類の膨張ひずみによる解析

を行い、コーナー部における実測値との比較検証，及

び実測値でひび割れ抑制効果の有効性を確認した． 

2.実験概要 

2.1 大型供試体の製作 

大型供試体（横 0.5m×縦 1.0m×高さ 1.0m）の配合

を表－1 に示す．プレーンコンクリートを N，膨張コ

ンクリートを E とした．鉄筋比は 0.2%とし，直射日光

の影響の少ない校舎北側の敷地で製作した． 

2.2 ひずみの測定 

ひずみは, 円柱供試体（日本コンクリート工学会規

準：JCI-S-009-2012）により測定した．また，大型供試

体では，図－1 に示すコンクリート表面のコーナー部に

近い X 方向と Z 方向の鉄筋にひずみゲージを貼りつけ

て 153 日間測定した． 

2.3 解析 

温度応力解析ソフトには，JCMAC3（日本コンクリー

ト工学会）を用い，表－2 に示す条件で解析した．ひ

ずみはひずみゲージに近い図－2 に示す番号、及び表

－3 に示す解析内容とした．解析に用いた膨張ひずみ

の終局値は，収縮補償用膨張コンクリートでは 55.9μ

（A 解析）を，ケミカルプレストレス用膨張コンクリ

ートでは 130μ（B 解析）を使用し，有効材齢及び進行

特性の係数は同じとした．測定したひずみは，同時に

観測した外気温により温度補正を行った． 

 

表－1 大型供試体配合表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－1 ひずみゲージ設置位置 

表－2 解析条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2 ひずみ及び温度比較位置（1/4 モデル） 

表－3 解析内容 
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3.結果および考察 

3.1 ひずみ（円柱供試体） 

円柱供試体のひずみは，他の数値と比較するため図

－3～6 にそれぞれ示した．E では最大約 180μ，計測終

了時も約 50μ の膨張ひずみが生じており，ひび割れ抵

抗性が確認された．円柱供試体による測定は，膨張ひ

ずみが対象であるため収縮ひずみの N は参考とする． 

3.2 ひずみ（大型供試体-X 方向）  

コンクリートのひずみには C を，鉄筋のひずみには R

を番号の前に付けて表示する。実測値 mv と A 解析値

av の比較を図－3 に，同じく B 解析との比較を図－4

に示す．計測終了時で比較すると，Emv-R107 は，約

250μ の膨張ひずみが残留する．一方，Eav-C123 は A

解析では約-330μまで収縮ひずみが進行するが，B 解析

では約 10μ の膨張ひずみが残留しており，終局値によ

ってひずみの予測が改善されることが確認された．ま

た,120 日ごろまでは解析値が実測値を上回っており，

終局値および,有効材齢や進行特性の係数にも修正の

余地がある．R107 では Emv が Nmv より約 380μ高く，

ひび割れ抵抗性が高いことが再確認された． 

3.3 ひずみ（大型供試体-Z 方向）  

実測値と A 解析値の比較を図－5 に，同じく B 解析

との比較を図－6 に示す．計測終了時で比較すると，

Emv-R71 では約 280μ の膨張ひずみが残留するが，

Eav-C75 では A 解析で約-200μ，B 解析で約 60μと X 方

向と同様に終局値によるひずみ予測の改善が確認され

た．Nmv-R71 は断線により未計測のため，E と N は比

較できない．線形は実測値に近いが，X 方向の終局値

を下げると下側に離れるものと推察され，方向が実測

値と解析値の差に影響する可能性が示唆された． 

外気温の影響と考えられる線形の大きな波は，実測値

と解析値で負の相関が見られる． 

4.まとめ 

本研究により以下が確認された． 

1） 終局値によってひずみの予測が改善される． 

2） 有効材齢や進行特性の係数に修正の余地がある． 

3） 方向は実測値と解析値の差に影響する． 

4） 外気温の影響と考えられるひずみ線形の大きな

波は，実測値と解析値で負の相関が見られる． 

5） ケミカルプレストレス用膨張コンクリートはひ

び割れ抵抗性が高い． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3 ひずみ（X 方向-A 解析） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－4 ひずみ（X 方向-B 解析） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－5 ひずみ（Z 方向-A 解析） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－6 ひずみ（Z 方向-B 解析） 
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